



























































における認識能力の発動，あるいは認識形成に対する指令を表す。      （p.384）   





























































インタビュイーの内訳は表 1 のとおりである。 
 
表 1 分析対象となるインタビュー記事のインタビュアーとインタビュイーの内訳 




















































- 41 - 
 
インタビュー記事から抽出した終助詞｢よ｣の全出現数は表 2 のとおり，インタビュアー
の発話に現れた 6 例，インタビュイーの発話に現れた 75 例の計 81 例である。 
 
表 2 「よ」の出現数 
インタビュー番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 計 
インタビュアー 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 2 6 
インタビュイー 4 5 6２ 4 4 3 7 13 8 11 9 1 75 
 
インタビュイーが使用した「よ」75 例中 64 例が，インタビュアーとインタビュイー 
の間に情報・認識のギャップがある場面で使用されていた。「よ」が出現したインタビュイ
ーの情報提供部分の内訳は表 3 の通りである。本稿では，複数の発話からなる情報提供部
分の 1 発話に付加された「よ」50 例を分析対象とする。 
 
表 3 「よ」が出現したインタビュイーの情報提供部分の内訳 （）内は「よ」の数 
情報提供部分が 1 発話 情報提供部分が 2 発話以上 
「よ」の付加：1 発話 
情報提供部分が 2 発話以上 
「よ」の付加：2 発話 















部分に現れた「よ」50 例をみると，付加されている発話には表 4 のような傾向が見られた。 
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第一発話 ①〈Yes-No 質問〉に対する肯定・否定を明示していない応答 4 
②インタビュアーの認識を訂正・修正する発話 9 
第二発話以降 ③インタビュイー自身の先行発話に対する「理由説明」 8 
④インタビュイーの話の「背景説明」・「具体的説明」 6 
⑤インタビュイーが伝えたい情報 6 
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